
 
 

 
 

  
 

 

    自然環境レポーター通信 

 

写真のタイトル：桜の芽を食べるウソ 

撮影場所：水元公園  写真提供：千葉 美文 



こんにちは。環境課自然環境係の大野と申します。 

 

先日、自然環境レポーターから有志を募り、「かつしか環境・緑化フェア２０２４」（Ｐ.

４４参照）の自然環境レポーターブース用のパネル（クイズ）を作成しました。 

子供から大人まで親しみやすい内容となっておりますので、ぜひフェア当日にお楽し

みください！ご協力いただいた３名の方々、誠にありがとうございました。 

 

 今年度を振り返ってみると、色々なものに気付く事が多かったなと思います。稲穂が

こうべを垂れる頃の水田に、物凄い数のスズメが集まってチュンチュン大合唱する様

子。春先の地面を見てみたら、一歩の範囲に手触りの良いフキノトウがボコボコ生え

ていた事。身近なものだけど詳しくは知らなかったり、視界に入っていてもちゃんと

は見ていなかったり、そういうものへ目を向ける機会に恵まれた一年でした。 

 一年間お世話になりました。 

環境課自然環境係大野 

水辺のふるさとかつしか 春春春号号号 
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コアジサシ 

 

調査区５ 

計１５種 

調査区４ 

計８種 

調査区３ 

計１６種 

調査区１ 

計４種 調査区２ 

計４種 

【次ページの見方】 
① 名前（赤字は外来種） 

② 写真 

③ 発見された調査区 

（調査区ごとの色で塗り潰し） 

 

 

 

１ 

２ 

３  

在来種のコアジサシが 

調査区5で発見されたと 

分かるね！ 
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調査区 1   調査区 2   調査区 3   調査区 4   調査区 5 

コアジサシ 

 

ウグイス 

 

ギンヤンマ 

 

トノサマバッタ 

 

ツバメ 

 

コサギ 

 

アキアカネ 

 

クマゼミ 

 

オオヨシキリ 

 

カワセミ 

 

オオカマキリ 

 

アブラゼミ 

 

コガモ 

 

コゲラ 

 

エンマコオロギ 

 

ツクツクボウシ 

 

ツグミ 

 

シジュウカラ 

 

カンタン 

 

ミンミンゼミ 
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調査区 1   調査区 2   調査区 3   調査区 4   調査区 5 

ニイニイゼミ 

 

テングチョウ 

 

ナガミヒナゲシ 

 

セリ 

 

ヤマトタマムシ 

 

ツマグロヒョウモン 
 

シロツメクサ 

 

オオバコ 

 

ナガサキアゲハ 

 

アカボシゴマダラ 

 

スズメノエンドウ 

 

オオキンケイギク 

 

クロアゲハ 
 

アカメガシワ 

 

イモカタバミ 

 

カントウヨメナ 

 

ナミアゲハ 

 

スギナ 
 

アレチウリ 
 

カントウタンポポ 
 

←表 

裏→ 

←雄 

雌→ 

ツクシ 
↓ 

果実 
↓ 

反り返らない→ 
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調査区 1   調査区 2   調査区 3   調査区 4   調査区 5 

 

ツユクサ 

 

ミシシッピアカミミガメ 

 

コガネグモ 

 

ジュズダマ 

 

ニホンカナヘビ 

 

ジョロウグモ 

 

ススキ 
 

ニホンアマガエル 

 

メダカ 
 

アライグマ 
 

ニホンアカガエル 

 

ブルーギル 

 

ハクビシン 

 

ウシガエル 

 

ベンケイガニ 

 

カ
ダ
ヤ
シ
激
似
注
意 

↓
メ
ダ
カ
の
特
徴 
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●エサを捕る時は、足を掻いて 
砂に隠れている小魚を泳がせて、 
素早く⻑いくちばしで掴む。 
 
 

●今回は、人工の川でたまに飛来 
しに来る所で見かけました。 
 

 魚は生息してはいないのですが、 
一所懸命に探している姿が 
微笑ましかったです。 
 

 田中先生に前にお尋ねした所、 
人工の川だというのは分かっては 
いるのだが、テリトリーの場所で 
休憩しにも来ているのではと 
教えて頂きました。 

ひまわり  宝町 2 丁目  調査区 3 
 
 
 
 
●大 き さ  61cm 
●生息場所  水田、河川、湿地など 
●食 べ 物  小魚 
 
 
 
 
●コサギは白サギの種類の一つで、チュウサギより小さく、アマサギよりはやや大きい。 
 くちばしと脚は⿊く、足の指だけ⻩⾊いのが特徴です。 
 夏になると頭の後ろに 2 本の⻑い飾り⽻が生えます。 
 
 

考察 

コサギ生態系 
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辰年の正月 

弥生さくら草 

今年の正月は衝撃的な地震で明けた。 

大抵の家では団欒を楽しんで居た頃だろうか。 

わけても能登半島の石川県が著しく揺れ恐怖のどん底を経験されました。 

いろいろな不遇例を見て来たから、令和６年は今年こそ良き年にと期待したのに、その

想いは瞬く間に無残に破れた。お気の毒で言葉もない。 

暖かさが続いたので植物の世界も厳寒と乾燥は堪える筈である。 

今はじっと春の訪れを待っている。 

正月に珍重される千両の実のつきようが悪い。昨年の冬の寒さでかなり枯れたけれども、

なんとか正月を飾るのに間に合った。 

一月の終りになると山茶花
さ ざ ん か

が咲き始めた。今年は白い花が一輪咲いた。 

もう白い花の咲く木があったのも忘れていた。 

酷寒の中で眼に浸み入るような白い花は新鮮だった。 

山茶花と椿の違いは散り方で分けるという。椿は花一輪ごとに落花して、山茶花はひら

ひらと花辨
か べ ん

が舞うように散る。 

春の名がつく寒椿も咲き、水仙は寒さの中ですろりとした姿で美しく咲いている。 

寒さも何のその凛としている。                    1 月 30 日 
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2024 年 2 月 18 日(日)晴 ⾃然環境レポーター研修会 10：00〜12：00 
研修会中に鎌倉公園（調査区 4-19）にて発見した動植物 下山田隆 
 
昆虫・他 
トンボ 
ヤンマ科    ギンヤンマ(幼虫) クロスジギンヤンマも見られているようなので 
                 クロスジギンヤンマの幼虫の可能性もあります。 
チョウ 
タテハチョウ科 キタテハ・ 
 
アブ 
ハナアブ科   ホソヒラタアブ・ナミホシヒラタアブ・ 
 
カメムシ目 
マツモムシ科  マツモムシ・ 
 
その他 
ニホンアカガエル(卵)・ 
クロメダカ・ 
 
野鳥 
スズメ・ 
ヒヨドリ・ 
メジロ・ 
ムクドリ・ 
ドバト・ 
ジョウビタキ(オス)・ 
猛禽類 
ノスリ トビと思われましたが、尾⽻の形状からノスリと判断しました。 
    専門ではないので⾃信はありません。 
植物 
ツルニチニチソウ(花)・カラスノエンドウ(花)・ホトケノザ(蕾)・ 
コハコベ(芽生え)・スイセン(花)・メマツヨイグサ(ﾛｾﾞｯﾄ)・アメリカオニアザミ(ﾛｾﾞｯﾄ)・ 
アレチギシギシ(ﾛｾﾞｯﾄ)・イモカタバミ・カタバミ(花)・ノゲシ(ﾛｾﾞｯﾄ・花)・ 
シロバナタンポポ(花)・フキ(花・蕗の薹)・ 

▲キタテハ 
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葛飾区自然環境レポーター 自由レポート（2023 年 12 月～2024 年 2月） 

 

12 ⽉ 2 ⽇（⼟） 東⾦町７丁⽬地先 江⼾川堤防  

 午前中、快晴の天気の下、

江戸川堤防上を散策してい

ると、堤防の斜面にホトケノ

ザが咲き乱れていた。まだこ

れから冬本番ですが、例年こ

の時期には普通にホトケノ

ザが咲いている様子を観察

することができています。 

 さらにツマグロヒョウモ

ンでしょうか、ヒラリヒラリ

飛んでいる姿も見られまし

た。花や蝶を見ると何だか心

まで温かくなるものですね。 

 

 

12 ⽉ 31 ⽇（⽇） 東⾦町７丁⽬地先江⼾川提 

16 時ごろ、肌寒くどんよりとした天候の中、江戸川

堤を散策していると、堤防沿いの道路の街灯に何やら猛

禽類らしき鳥がとまっている。よく見るとどうやらノス

リのようだ。かなり近くでスマホにて写真を撮ったが、

まるで逃げる様子はない。ケガでもしているのだろうか

と心配になったが、数日後、兄から河川敷のゴルフ場の

近くでも姿を見かけたとの情報が寄

せられ、とりあえず飛べる状態である

ようで安心した。その後も、兄から目

撃情報が寄せられ、江戸川周辺で狩り

でもしているのかもしれないが、これ

までノスリを江戸川提付近で見かけ

ることはなかったので、何とも嬉しか

った。 

 
 

⽒名︓江⼾川の⼩鮒 調査区︓主に 5-24、5-26、4-23 町名︓東⾦町 

ノスリ ノスリ

ツマグロヒョウモン ホトケノザ 
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2024 年 2 ⽉ 8 ⽇（⽊） 東⾦町６丁⽬ 

 朝６時３５分、いつもどおり出勤のため自宅を出て５０ｍほど歩いたときに、自宅の並び

の住宅の敷地内にまるで置物のような動物がいた。この辺りでもタヌキを見かけることはあ

ったので、朝からタヌキに会えたと思い喜んだのも束の間、歩き出したその動物のしっぽを

見たら縞模様ではないか！なんとアライグマだった。まるで人を見ても逃げるでもなく、こ

ちらを見てキョトンとした表情を見せる。残念ながら写真を撮ることはできなかったが、す

ぐに道路を挟んだ反対側の住宅の敷地内へとのそりのそりと歩いて行って姿を消してしま

った。気のせいか丸々と太っていた印象があった。それから数週間後、自宅前のゴミ置き場

が荒らされることが続くようになった。荒らされているところを直接見ていないのでアライ

グマとは断定できないが、カラス除けネットでゴミをくるんでいたのにネット内のゴミを引

っ張り出してゴミがバラバラになっている様子に、これまでここまでひどい被害を受けたこ

とがなかったので、ネコやカラスの仕業とは思いにくい。これからこうした状態が続くと思

うと憂鬱だ。皆さんの周りではいかがでしょうか。 

 

2024 年 2 ⽉ 18 ⽇（⽇） 鎌倉公園 

鎌倉公園にて自然環境レポーターの研修が開催された。 

鎌倉公園に行くのは初めてだったが、区民の様々な世代

のニーズを基に作られた公園という印象。限られた敷地

ではあるが、なかなか面白い部分もあった。ほんの少しだ

け生き物に配慮した要素を公園内に取り入れると、ちゃ

んと生き物が戻ってくるという面を知ることができる良

い例だと思った。 

 

ただ、水路が垂直護岸であるなど

もう少し生き物に配慮した工事は

できなかったのだろうかと思われ

る面もあり、これは今後の葛飾区

の公園づくりの課題。それでも新

しい発見も多々あり、充実した研

修となった。 

アカガエルの卵 

野草園管理所 
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茎が短いセイヨウ 。

。

シロバナ



 
 
 
 
 
 
         
 
 
 
 
 
12/10 ツワブキ 水元 3 丁目 12/11  アカトウガラシ 水元 2 丁目  12/12 水元 3 丁目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2/5  雪景⾊  水元 3 丁目           2/9   スノードロップ 水元 3 丁目 
       
 
 
                  
 
 
 
 
 
 
 
 
2/9  残雪と造形美    凍り付いたパンジー          氷の花 水元 3 丁目 

⾃然観察レポート 調査区５  
R5/12 月〜R6/2 月の巻  佐々木 定治  

 ⾃然の織りなす⾊彩は、何とも美しいとしか言いようがありません。暖冬傾向にあるこの冬と言われつつ、予
期せぬ気温低下の日もある中でもその⾊彩には、⾊落ちがないように見えます。ツワブキの花の⻩⾊・唐⾟⼦の
朱⾊の鮮やかさに驚嘆するも、雪景⾊・残雪や氷花の地表・凍り付いても⾊香を失わない逞しさに感動です。 
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野草園入口看板      河津桜にメジロ           カエルのタマゴ
メダカ池↓                          カエルの隠れ場所↓ 
     ￥ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」 
               地名の由来看板↓ 
 
 
 
 
 
 
 
↑芝原専門員の説明  ↓用水  館内にて説明↓ 
 
 
 
 
 
      

 鎌倉野草園は葛飾区鎌
倉３−２２−１に位置
し、新柴又駅徒歩 5 分の
場所にあります。 
野草園は、区⺠の「絶滅
の危機にある野草を守り
たい」という想いが発祥
の中心意図です。 
 区内でも数十年前まで
春の足音が聞こえる頃に
は、ヨモギやフキが群生
し、「草もち」や「フキみ
そ」が季節の食卓にあが
ったものでした。 
宅地が造成され、いわゆ
る開発が進み、⾃然界の
季節の営みが、区内の野
草にも絶滅の影を落とし
始めています。 

 鎌倉野草園は、生き物の恵みの場として、地域の庭として人々がここに集い、住宅地にありながらも⾃然を守り育てて
いる場所でもあります。人は、⾃然と共に生きることが大切です。今観察会はそんな心で春を探しました。講師に感謝！ 

⾃然環境レポーターの
観察会が「鎌倉野草園」
で 2/18 に開催されまし
た。晴天の日に 14 名で
春を探しました。 
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慶蔵　　調査区５　　１２月２日
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ヤツデ 石鍋壽一 12/2 区北⻄部 アオキ 石鍋壽一 1/13 区北⻄部 

「オオイヌノフグリ」 有泉桂⼦ 
2/3 柴又、新八水路近くの草原 

「ヘチマを食べに窓の外に現れたネズミ」 
有泉桂⼦ 12/3 堀切 7 丁目の住宅 
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メタセコイア Ryu 12/3 水元公園 「満月」 Ryu 1/27 堀切菖蒲園 

「夜桜」 Ryu 2/28 白鳥南公園 

「ムクドリの集団」 有泉桂⼦ 1/26 
東堀切 3 丁目の都営住宅前の電線 
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「金町イルミネーション」 R 12/1 新宿 梅 R 1/27 堀切菖蒲園 

「今夜のベッドはここに決まり」 
キジバト 瑛ちゃん 2/8 金町 「貧相なブロッコリー」 R 2/19 お花茶屋 
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アオサギ 慶蔵 12/2 水元かわせみの里 

アメリカヒドリ むしあお 1/8 水元公園 

アトリの食餌 むしあお 1/8 水元公園 ミゾゴイ むしあお 1/8 水元公園 
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モズ 下山田隆 2/10 水産試験場 

ヒメクダマキモドキ 
下山田隆 12/9 水元公園 

ノスリ 下山田隆 
1/2 葛飾橋付近 江⼾川 

「雪景⾊」 佐々木定治 2/5 水元 3 丁目 
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「首をかしげるジョウビタキ」 
千葉美文 2/12 水元公園 

「季節外れのミゾゴイ」 
千葉美文 2/4 水元公園 

「桜の芽を食べるウソ」 
千葉美文 2/12 水元公園 

「ゴーヤーが終わったあと放って 
おいたら、ホトケノザが満開！」 

ゆきひめ 12/28 立石 
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

1

67

210

10−41

1

81

1

30

1

49

1

50

27

31−62

3

60−70

2

176−195

1

98

1

28

計 9種類38個体 2種類211個体 0種類0個体

・

・

・

・

・

・

ゴ ク ラ ク ハ ぜ4

シ モ フ リ シ マ ハ ゼ

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−317

319

備　　考2023/12/10

5

1 オ イ カ ワ

特定外来生物

9

2 カ ダ ヤ シ

カ マ ツ カ3

7

水面上は暖かいものの、水面下はさすがに12月、という天候、沖でたまにボラらしき魚が跳
ねるものの、苦戦しました。
船着場付近の泥の上に、人の手くらい大きな、多分アオサギの足あとがあり、（沈まなくて
いいなぁ）と、泥に足を取られながら思いました。（KI）

6 デ メ モ ロ コ

ヌ マ チ チ ブ

8 ハ ス

ボ ラ

晴れ、気温20.8℃、水温 本流12.8℃、新八水路12.8℃、（14:45頃測定）

11 メ ダ カ

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

【今後の調査日】

ワンドの水がなくて採集ができなかったが、今年3回目だ。11月の真冬のような調査の時
に、12月は11月より暖かいかも、と予想したが、見事に当たりました。（SI）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.37m (12:00)1.37m (14:00)1.38m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、あわせて11種類249個体の魚類が採集されました。（ワンドは水位
がなく採集ができず）

10 マ ハ ゼ

　　2024年1月27日(土) 　2月11日(日)　3月10日(日)

温かい日差しの中の採集でしたがやっぱり冬です、涙目で投網投げ続けました。ハス君あり
がとう。（MT）
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

1

44

2

46−58

151

13−30

1

55

1

15

4

47−61

4

36−60

3

90−111

6

21−27

計 6種類15個体 3種類158個体 0種類0個体

・

・

・

・

・

・

4

特定外来生物

タイリクバラタ ナゴ

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−318

320

備　　考2024/1/27

5

1 ア シ シ ロ ハ ゼ

2 オ イ カ ワ

カ ダ ヤ シ3

シ モ フ リ シ マ ハ ゼ

7

午前中、水際を、イタチ？らしい長い茶色の生き物が歩いていて、声をかけたらちょっとこ
ちらを見て、逃げるでもなく何か探す仕草をしながら上流方向に向かって行きました。可愛
かった。逃げ出したフェレットとかではありませんように。
凧揚げ大会が行われていたようで、ふたつほど川の上を飛ばされて行きました。テグスほど
ではないにしても、動物とかに絡まないか心配です。（KI）

6 デ メ モ ロ コ

ヌ マ チ チ ブ

8 ハ ス

晴れ、気温13.0℃、水温 本流6.8℃、新八水路7.6℃（14:20頃測定）

9 メ ダ カ

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、あわせて9種類173個体の魚類が採集されました。（ワンドは水位が
なく採集ができず）

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

【今後の調査日】

調査中に本流で転んでびしょ濡れ。新八では初めてで、下半身の老化を実感した。（SI）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.45m (12:00)1.47m (14:00)1.48m

【参加者コメント】

　2月12日(月、振替休日)　3月10日(日)

死にかけの魚を大事に捕獲している自分の小ささを知った記念日になりました・・・冷た
かった川の水と「みんなの視線。。（MT）
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

6

34−41

63

13−27

1

94

1

37

2

15−21

2

37−54

24

21−63

12

20−27

計 5種類34個体 3種類77個体 0種類0個体

・

・

・

・

・

・

水槽の魚をのぞいて行く人たちが「メダカ、ウチでも飼っている」とか、「水元公園でクチ
ボソ取った」とか、もともと生き物好きの人が足を停めてくれるのかもしれませんが、昔の
江戸川の話や、近くの釣りの穴場を教えてくれる人がいたり、ひと月に1日限定ながら、
ちょっとした交流が生まれている気がします。（KI）

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

【今後の調査日】

汚いところにいると言われている「ハナアブ」の幼虫が水路で採れた。汚いと感じていたが
どれほど汚いのだろうか。やはり泥上げが必要だ。（SI）

【参加者コメント】

3月10日(日) 4月7日(日) 5月25日(土) 6月22日(土) 7月21日(日) 8月17日(土) 9月1日
(日)

母さん　僕のノレソレはどこいったんでしょう  そうあれです  投網で折れ曲がってた稚魚
です (^^)チチブに食われたな（MT）

備　　考

特定外来生物

7

8

ア シ シ ロ ハ ゼ

カ ダ ヤ シ

カ マ ツ カ

ゴ ク ラ ク ハ ゼ

2

3

4

5

6

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−319

江戸川本流、新八水路、あわせて8種類111個体の魚類が採集されました。（ワンドは若干水
位があったが採集ができず）

晴れ、気温12.0℃、水温 本流10.2℃、新八水路10.8℃（14:30頃測定）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.42m (12:00)1.25m (14:00)1.28m

321

2024/2/12

タイリクバラタ ナゴ

デ メ モ ロ コ

ヌ マ チ チ ブ

メ ダ カ

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

1
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葛飾柴又新八水路　魚類出現状況
調査次数

年       次

回　数・日　程

No.

1 イ セ ゴ イ ●

2 ウ ナ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ワ カ サ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ア ユ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 サ ケ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 タ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ス ゴ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 デ メ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 ヒ ガ イ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ニ ゴ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 カ マ ツ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 ツ チ フ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 モ ツ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 マ ル タ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ウ グ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 カ ワ ム ツ ●

17 オ イ カ ワ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 ハ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ワ タ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 ハ ク レ ン ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 キ ン ブ ナ ●

22 ギ ン ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フ ナ 属 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

24 キ ン ギ ョ ●

25 コ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 コ イ と フ ナ の 雑 種 ● ○ ○ ○

27 ヤ リ タ ナ ゴ ● ○

28 イ チ モ ン ジ タ ナ ゴ ● ○

29 ア カ ヒ レ タ ビ ラ ●

30 タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 カ ラ ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○

33 ア メ リ カ ナ マ ズ ● ○

34 ナ マ ズ ● ○ ○

35 ク ル メ サ ヨ リ ● ○ ○

36 メ ダ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 カ ダ ヤ シ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 ボ ラ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 メ ナ ダ ●

40 カ ム ル チ ー ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 ク ロ ダ イ ●

42 ス ズ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 オ オ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 コ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 ブ ル ー ギ ル ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 シ マ イ サ キ ●

47 ヒ イ ラ ギ ● ○

48 ヌ マ チ チ ブ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 チ チ ブ ● ○

50 シ モ フ リ シ マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 ゴ ク ラ ク ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 ク ロ ダ ハ ゼ ( ※ ) ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨ シ ノ ボ リ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

53 ビ リ ン ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 ス ミ ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウ キ ゴ リ （ 型 不 明 ） △

56 マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 ア シ シ ロ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58 ヒ ナ ハ ゼ ●

59 カ ラ ド ン コ ●

地 点 種 類 数 合 計 42 36 37 28 39 26 27 40 22 26 31 11 12 29 10 9 31 10 9 32 10 6 28 11 7 28 12 14 28 12 9 3 3 2 5 4 2 7 4 2 5 6 3 13 2 0 15 10 7 12 3 2 12 4 2 17 5 0 10 5 1 9 1 1 9 2 0 6 3 0 5 3 0

●・・初採取 ※：和名がヨシノボリ（橙色型）からクロダハゼに変わりました。
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▼グループでの自然観察の様子 

▲講師のお話を伺う 

自然環境レポーターの皆さま 

 

★自然環境レポーター研修会を開催しました！★ 

 

令和６年２月１８日（日）、「立春の鎌倉野草園で春を探そう」をテーマに、鎌

倉公園にて自然観察会を開催しました。 

鎌倉公園は、野草園のある南側を２０２２年にリニューアルオープンし、人と

生きものの憩いの場を目指して取り組んでいます。そこで今回の研修会では、野

草園管理所の専門員である講師の方に、野草園の成り立ちや現在の様子につい

てお話を伺いながら、実際に公園内を歩いて自然観察をしました。 

３～４人程のグループになり、「５５種の動植物の指標種」リストをもとに生

きもの探しを行った際は、植物をはじめそれぞれが得意とする知識を発揮して

観察していました。また、協力して取り組む中で、個々人が行っているレポータ

ー活動についてお話しし合える機会にもなりました。 

まさに春といった暖かい陽射しの中、動植物への知識を深めつつ、レポーター

同士も交流できる研修会となりました。ご参加いただいた皆さま、ありがとうご

ざいました。 

今後も研修会を開催していく予定ですので、レポーター同士の交流やレベルア

ップのためにも、皆さまのご参加をお待ちしております。 
 

  

環境課からのお知らせ 
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★「かつしか環境・緑化フェア２０２４」を開催します★ 

 

【日時】令和６年６月９日（日） １０時～１５時（予定） 

【場所】テクノプラザかつしか（青戸７－２－１） 

 

かつしか環境・緑化フェア（※）は、遊びや学びを通して、子どもから大人ま

で環境について楽しく考えるイベントです。昨年度は約４，５００人が来場され

ました。イベントには様々なブースが設けられ、自然環境レポーターも活動報告

やクイズを交えたパネル展示等をする予定です。皆さま是非お立ち寄りくださ

い！ 

※詳しくは、６月頃に掲載予定の広報かつしかをご覧ください。 

※後日、自然環境レポーターの皆さまから、フェア当日にお手伝いしていただける方

を募集いたしますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

★新八水路で魚類調査を行います★ 

 

【日時】３月１０日（日） ４月７日（日） ５月２５日（土） 

いずれも１０時～１６時ごろ 

【場所】江戸川河川敷 ※事前連絡をお願いします。 

【持ち物】着替え、昼食、飲み物 、首に巻くタオル、短くないソックス 

  詳しくは、ＨＰ（http://shigenori1.jimdo.com/）をご覧ください。 

 

★エコチャレンジ・エコマスター事業終了のお知らせ★ 

 

 エコチャレンジ・エコマスター事業は、令和 5 年度をもって終了することと

なりました。今までご協力いただいた皆さま、誠にありがとうございました。 

今後も、環境に配慮した行動にご協力いただけますようお願い申し上げます。 

※ご不明点等ございましたら、環境課環境計画係（０３－５６５４－８２２８） 

までお問い合わせください。  

環境課からのお知らせ 
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▲電子申請はこちら 

 

★水元公園 カワセミ一斉調査を行います！★ 

 

水元小合溜の水質浄化事業「カムバックかわせみ作戦」により、すっかり身近に

なったかつての幻の鳥「カワセミ」。そんなカワセミが、水元公園に何羽カムバッ

クしてくれたのか、みんなで調べてみませんか？ 

 

【日時】 

事前説明会：４月２９日（月・祝）１０時～１２時 

※初めての方は事前説明会にもご参加ください（参加が難しい場合は要相談）。 

個体数調査：５月６日（月・祝）９時半～１３時 

 

【会場】 

事前説明会：水元かわせみの里 水辺のふれあいルーム及び水元公園周辺 

       〒１２５－００３４ 葛飾区水元公園８－３号 

電話０３-３６２７-５２０１ 

     

 調査当日：水元公園グリーンプラザ 

      〒１２５－００３４ 葛飾区水元公園７-２ 水元グリーンプラザ 

      電話０３-３６２７-５２０１ 

 

【申込方法】水元かわせみの里の電話・窓口のほか、 

右のＱＲコードから受け付けています。 

※先着順です。 

 

【申込期間】３月２６日（火）～４月２５日（木） 

 

環境課からのお知らせ 

46



 「水辺のふるさとかつしか」第３２８号 

（葛飾区 自然環境レポーター通信第２８０号） 

 令和６年３月末日 発行 

葛飾区環境部環境課自然環境係 

〒１２４－８５５５ 葛飾区立石５－１３－１ 

代表電話 （３６９５）１１１１ 

内線  ３５２２～３ 

直通電話 （５６５４）８２３７ 

   FAX  （５６９８）１５３８ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

「水辺のふるさとかつしか」の内容について、 

お間違い等お気づきの点がありましたらお知らせください。 

 春号にご協力いただいたみなさま（敬称略） 

 

R アナログバーバ 有泉桂子 

石戸雅彦 石鍋壽一 瑛ちゃん 

江戸川の小鮒 大谷悦子 K・N 

K・T 慶蔵 佐々木定治 

散歩の花子 下山田隆 高橋雅子 

田村ひろ子 千葉美文 ひまわり 

広瀬温 むしあお 弥生さくら草 

ゆきひめ Ryu  

自主生物調査団（編集：一澤成典さん） 

 

ありがとうございました！ 


